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まなびのひろば

年
６
月
に
工
費
１
，６
０
０
万
円
を

か
け
た
長
さ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
橋

が
完
成
し
ま
し
た
。
同
月
５
日
に
行

わ
れ
た
竣
工
式
で
は
、
神
官
に
よ
る

修し
ゅ
祓ば
つ
に
続
い
て
、
長
寿
夫
妻
を
先
頭

に
し
た
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

　
中
之
島
橋
は
、
魚
野
川
に
架
か
る

中
と
中
野
を
結
ん
だ
橋
で
す
。
昭
和

27
年
７
月
に
木
製
の
橋
か
ら
永
久
橋

へ
の
架
け
替
え
工
事
が
始
ま
り
、（
写

真
３
）
昭
和
29
年
６
月
に
１
２
０

メ
ー
ト
ル
余
り
、
幅
４
・
５
メ
ー
ト

ル
の
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
月
６

日
、
小
雨
の
中
、
橋
の
た
も
と
に
集

ま
っ
た
中
之
島
村
の
村
民
な
ど
数
百

人
に
見
守
ら
れ
、
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
写
真
４
）
神
官
の
祝の
り

詞と

、

参
列
者
に
よ
る
玉
ぐ
し
奉ほ
う
奠て
ん
、
村
内

の
長
老
夫
妻
を
先
頭
に
し
た
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
１　

写
真
２

写
真
３

写
真
４
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参
考
》『
南
魚
沼
郡
志
』

『
上
田
村
郷
土
史
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魚

沼
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」

《
写
真
》
個
人
所
蔵

橋
の
あ
る
風
景
④

　
魚
野
川
に
架
か
る
橋
は
、
昭
和
20

年
代
中
頃
ま
で
木
製
で
し
た
。
災
害

や
腐
食
に
強
い
鉄
鋼
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
永
久
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
20
年
代
後

半
の
こ
と
で
す
。
最
初
に
永
久
橋
と

な
っ
た
の
は
、
旭
橋
、
中
之
島
橋
、

東
橋
（
湯
沢
町
神
立
）
で
し
た
。

　
旭
橋
は
、
島
新
田
と
三
郎
丸
間
の

魚
野
川
に
架
か
る
橋
で
す
。
橋
が
架

か
る
以
前
は
渡
し
船
が
利
用
さ
れ
て

い
た
と
、
古
く
は
江
戸
時
代
の
宝
暦

年
間
頃
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
る
と
清
水
越
新
道

（
現
在
の
国
道
２
９
１
号
線
）
の
改

修
工
事
に
伴
い
木
製
の
橋
が
架
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
木
製
の
橋
は
、
長

さ
61
間
（
約
１
１
１
メ
ー
ト
ル
）、

幅
２
間
３
尺
（
約
４・５
メ
ー
ト
ル
）

だ
っ
た
そ
う
で
す
。（
写
真
１
）
木

製
だ
っ
た
旭
橋
が
永
久
橋
と
な
っ
た

の
は
昭
和
29
年
の
事
で
す
。
昭
和
27

年
度
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
29

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
文
化
振
興
班

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６ 92

市
民
向
け
　
Ｚ

ズ
ー
ム
Ｏ
Ｏ
Ｍ
基
本
操

作
講
習
会
～
オ
ン
ラ
イ
ン
で
人

生
を
１
０
０
倍
楽
し
む
方
法
～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
を
使
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
る
た

め
の
基
礎
操
作
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

開
催
日
時　

・
第
１
回
　
８
月
17
日
㈪
　

・
第
２
回
　
８
月
19
日
㈬

・
第
３
回
　
８
月
20
日
㈭

　
各
回
と
も
午
後
７
時
～
８
時

（
受
付
：
午
後
６
時
30
分
～
）

会
場　
本
庁
舎
２
階 

大
会
議
室

参
加
費　
無
料

講
師　
一
般
社
団
法
人
愛
・
南
魚

沼
み
ら
い
塾
ス
タ
ッ
フ

対
象　
市
内
在
住
の
人
（
小
学
生

か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
親
子
で

の
参
加
も
可
）

定
員　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

内
容　
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
始
め
方
・
基

本
的
な
使
い
方

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
を
学
び
ま

す
。
都
合
の
つ
く
日
の
み
の
参

加
可

持
ち
物　

ご
利
用
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
持
参
で
き
る

人
は
イ
ヤ
ホ
ン
も
）

申
込
み

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り

　
８
月
12
日
㈬
　
午
後
５
時

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

９
月
入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】
新
潟
県
立
魚
沼
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

総
合
建
設
科

対
象

　
建
設
の
基
礎
知
識
・
技
能
を
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期
日

　

９
月
11
日
㈮
～
12
月
４
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50
分

会
場　

魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
〔
西
泉
田
〕

定
員　
10
人

費
用　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

の
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り　
８
月
24
日
㈪

『南魚沼郡志』より


